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中
学
校
保
健
体
育
で
の
武
道
必
修

化
に
伴
い
、
全
日
本
弓
道
連
盟
で
は

平
成
20
年
度
に
保
健
体
育
科
教
員
を

中
心
と
し
た
中
学
校
武
道
必
修
化
対

策
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
年
度
に
は
、
全
国
９
ブ
ロ

ッ
ク
の
連
合
会
に
協
力
を
依
頼
し
、

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
中
学
校
保
健
体
育
で
の
武
道
必
修
化
が
い

よ
い
よ
来
年
度
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
弓
道
は
相
手
と
対た

い

峙じ

し
な
い
と
い
う
特

性
を
も
っ
た
武
道
で
す
。
行
う
人
数
を
問
わ
ず
、
ま
た
男
女
の
競
技
力
に
大
き

な
差
が
な
い
の
も
特
徴
で
す
。

　
今
回
作
成
し
た
『
弓
道
授
業
指
導
の
手
引
』
は
、
学
校
の
先
生
が
、
安
全
に

留
意
し
、
そ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
わ
せ
な
が
ら
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方

や
考
え
方
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
指
導
が
出
来
る
よ
う
、
ま
と
め
ま
し
た
。

指
導
教
本
の
ね
ら
い
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
　
弓
道

桑
田
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各
担
当
者
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
中
学
校
の
保
健
体
育
授

業
に
お
け
る
弓
道
の
実
践
例
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
弓
道
経

験
の
あ
る
中
学
校
の
保
健
体
育
科
教

員
は
全
国
で
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、

弓
道
未
経
験
者
で
も
、
あ
る
程
度
の

指
導
が
出
来
る
指
導
書
の
作
成
を
考

え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
日
本
武
道
館
と
の
共
催

に
よ
り
、
中
学
校
武
道
授
業
指
導
法

研
究
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
は
弓
道
未
経
験
の
大
学
生
、

21
年
度
は
弓
道
未
経
験
の
中
学
2
年

生
を
対
象
に
１
学
年
次
の
授
業
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
22
年
度
は

弓
道
を
わ
ず
か
に
経
験
し
た
中
学
１

年
生
の
弓
道
部
員
を
対
象
に
２
年
次

の
授
業
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
事
業
の
実
施
と
委
員
に

よ
る
実
践
に
よ
り
、
授
業
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、『
弓
道
授
業

指
導
の
手
引
』（
以
下
、
手
引
）
の
作

成
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
実
際
の
中
学
生
を
モ
デ

ル
に
撮
影
を
行
い
、
映
像
資
料
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
、
手
引
の
付
録
と
し
ま

し
た
。

（
１
）
弓
道
指
導
の
目
的

　
弓
道
指
導
の
目
的
は
、『
我
が
国
の

伝
統
と
文
化
に
培
わ
れ
た
弓
道
を
身

に
つ
け
、
礼
儀
正
し
い
生
徒
の
育
成

に
努
め
る
』
を

前
提
に
次
頁
資

料
１
の
と
お
り

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
点

別
の
目
標
を
次

頁
資
料
２
の
と

お
り
定
め
ま
し

た
。

　
弓
道
で
は

「
射
は
礼
に
始

ま
り
礼
に
終
わ

る
」
と
い
い
、

弓
を
射
る
方
法

で
あ
る
射
法
と

礼
を
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
射
を
行
う
基
本
と
な

る
姿
勢
や
動
作
は
、
極
め
て
合
理
的

で
日
常
の
生
活
様
式
に
も
合
致
す
る

よ
う
体
系
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
射
法

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
日
頃
の
所
作
や

立
ち
居
振
る
舞
い
と
い
っ
た
礼
法
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
え

ま
す
。
礼
法
は
学
習
指
導
要
領
に
お

け
る
「
伝
統
的
な
考
え
方
」「
伝
統
的

な
行
動
の
仕
方
」
の
代
表
的
な
内
容

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
弓
道
の
射
法
八
節
を

基
本
に
、
第
1
学
年
で
は
基
本
的
な

動
作
を
知
り
、
行
う
こ
と
を
始
め
と

し
て
、
第
２
学
年
・
第
３
学
年
と
進

む
に
あ
た
っ
て
技
能
を
向
上
さ
せ
、

生
活
に
活
か
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

（
２
）
弓
道
の
独
自
性
を
活
か
す
指
導

　
現
行
、
主
に
授
業
で
実
施
さ
れ
て

い
る
柔
道
・
剣
道
・
相
撲
と
い
っ
た

種
目
と
は
異
な
り
、
弓
道
は
以
下
に

示
す
よ
う
な
特
性
が
あ
り
ま
す
。
授

業
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
活
か
し

た
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
弓
道
は
相
手
と
対
峙
し
な
い
武
道

で
あ
り
、
小
規
模
校
で
も
問
題
な
く

出
来
る
こ
と
や
少
人
数
学
級
な
ど
で

も
個
別
に
対
応
が
し
や
す
い
こ
と
。

②
男
子
、
女
子
の
競
技
力
に
大
き
な

差
が
な
く
、
一
緒
に
授
業
が
出
来
る

こ
と
。

③
ほ
ぼ
全
員
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が

同
じ
で
あ
り
、
運
動
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
る
生
徒
で
も
抵
抗
な
く
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
。

１　発刊にあたって　
２　中学校学習指導要領解説「保健体育編」
　　平成 20年７月　文部科学省
３　弓道指導の目的
４　学習指導案作成にあたって
５　１学年学習指導細案
６　２学年学習指導細案
７　３学年学習指導細案
８　資料
　（１）　射法八節観点別評価基準（１・２年生用）
　（２）　射法八節図解
　（３）　体育ノート（１・２・３学年用）
　（４）　DVD見出し
９　あとがき
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（
１
）
単
元
計
画

　
単
元
計
画
は
１
、
２
年
生
は
13
時

間
、
３
年
生
は
15
時
間
扱
い
で
作
成

し
て
い
ま
す
。
準
備
・
片
付
け
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
可
能
で
あ

れ
ば
２
時
間
続
き
で
授
業
を
行
う
な

ど
、
学
校
の
実
状
に
合
わ
せ
て
工
夫

で
き
れ
ば
な
お
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
授
業
時
間
は
あ
ま
り
多
く
な

い
の
で
、
弓
道
用
語
や
動
作
、
道
具

の
使
用
法
な
ど
は
一
部
簡
略
化
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。
手
引
で
は
、「
指
導

案
作
成
に
あ
た
っ
て
」
の
項
で
説
明

し
て
い
ま
す
（
次
頁
資
料
３
）。

（
２
）
授
業
の
環
境

　
手
引
で
は
体
育
館
で
の
授
業
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
中
学
校

に
弓
道
場
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
弓

道
は
必
ず
し
も
弓
道
場
が
な
け
れ
ば

出
来
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
授
業
と
し
て
は
、
体
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介
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＜技能＞
１年生　楽しく安全な学習と弓道の基本動作を身につけることができるようにする。
２年生　弓道の学習を通して、集中力・筋力・筋持久力・調整力を身につけ体力の向上を図ることができる。
３年生　弓道の基本動作を正しく指導し、自主的に学ぼうとする心を育てることができる。

＜態度＞
１年生　弓道の学習の仕方や安全確認について、協力・思いやりの心を育てることができる。
２年生　仲間と教え合い、協力して技術の向上が図れるように取り組むことができる。
３年生　礼儀作法を身につけ、生活の中に活かせるようにする。

＜知識、思考・判断＞
１年生　弓道の歴史や特性を知り、技術の系統性を身につけることができる。
２年生　自ら課題を見つけ、工夫した課題解決の方法を学ぶことができるようにする。
３年生　ルールを理解し、練習や競技会の進め方を工夫することができるようにする。

（資料２）弓道授業の観点別目標

（資料１）弓道指導の目的

１. 弓道は、わが国特有の文化としての伝統的な武道であり、的に対して矢をあてるという他の武道の種目と

異なる特性があることを理解する。

２. 弓道の定められた作法により、立ち方、座り方、歩き方、回り方などの基本の動作ができ、射法八節を中

心とした技能を身につけるようにする。

３. 弓道に適した段階的練習を行い、射法八節の技能を高めるようにする。

４. 弓道の基本の動作や射法の技能を生かして、公正に競技会や運営ができる態度を養う。

５. 競技会における運営は、運営規則を理解し、適格な判定ができるようにする。

６. 弓道を学習することにより、個々の長所が伸張できるようにする。

７. 弓道を通して、日常生活における礼儀作法や相手の立場を尊重し、集団での協力ができる態度を養成する。

８. 弓道を学習することにより、自己の意志力、忍耐力、集中力を養うとともに人格の形成につとめる。

９. 弓道に関する環境整備への関心を高めて、その運営ができることにより、社会生活への奉仕の態度を養成

する。

10. 生涯を通して、継続的に、自己の体力にあわせて弓道ができる能力と態度を養い、健康維持、増進につとめる。

11. 弓道が「矢を射る」という特異な技能の構造であることから、安全に対する態度を養成する。

〔手引 p.3 より〕

〔手引 p.3 より〕
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育
館
で
の
実
施
が
有
効

で
す
。
以
下
に
ポ
イ
ン

ト
を
示
し
ま
す
。

①
教
師
の
目
が
行
き
届

く
こ
と

　
弓
道
場
は
元
来
大
人

数
で
同
時
に
活
動
す
る

に
は
不
向
き
で
あ
り
、

ゴ
ム
を
使
用
し
た
練
習

な
ど
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
。
ま
た
矢
を
取
り

に
行
く
と
き
な
ど
死
角

が
多
く
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
体

育
館
で
あ
れ
ば
場
所
を

広
く
取
る
こ
と
が
出
来

る
上
に
、
活
動
の
全
て

が
教
師
の
視
界
の
中
に

あ
り
、
安
全
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

②
的
の
大
き
さ
や
的
ま

で
の
距
離
を
自
由
に
設

定
出
来
る
こ
と

　
初
め
て
弓
を
持
つ
中

学
生
に
と
っ
て
弓
道
競

技
の
正
規
の
距
離
（
28
ｍ
）
と
的
の

大
き
さ
（
36
㎝
）
で
は
的
に
中あ

て
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
的
の
位

置
ま
で
飛
ば
す
こ
と
で
さ
え
難
し
い

の
が
現
実
で
す
。
最
初
は
大
き
な
的

（
１
ｍ
的
や
79
㎝
的
）
を
使
用
し
、
射

距
離
も
短
い
距
離
（
３
～
５
ｍ
）
か

ら
入
る
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
的
に

中あ
た

る
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　
ま
た
、
段
階
的
指
導
に
応
じ
て
的

の
大
き
さ
を
小
さ
く
し
た
り
、
距
離

を
離
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

最
初
は
矢
の
方
向
が
定
ま
ら
な
い
た

め
に
、
距
離
が
あ
る
と
矢
が
あ
ら
ぬ

方
向
に
飛
ぶ
可
能
性
も
高
く
な
る
の

で
、
近
距
離
か
ら
引
く
こ
と
は
安
全

面
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

③
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
実
施
で
き

る
こ
と

　
弓
道
場
で
的
ま
で
の
距
離
を
調
節

し
た
場
合
、
矢
道
と
呼
ば
れ
る
場
所

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
矢

道
は
屋
根
が
な
く
、
雨
の
場
合
に
使

う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
計
画
的
な

授
業
の
た
め
に
は
、
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
体
育
館
が
優
れ
て
い
ま
す
。

（資料３）学習指導案作成にあたって 〔手引 p.4 より〕

○安全第一を考え、教師が生徒への目の届くことを考慮し、体育館実施で作成した。（体育館の授業では、天
候に左右されることなく、十分な広さの中で、的の大きさや、距離を自由に設定できる。）
○１時間 45 分〜 50 分の授業の中で１、２年生 13 時間、３年生 15 時間扱いで作成した。
○弓道用語が多く、１・２年生では弓手を左手、妻手を右手として指導し、足踏みについては、的に対し直線
に踏むことが困難なことから二足足踏みとした。３年生については、指導者により一足足踏みも可能である
と考える。（授業時数が少ないため、煩雑にならぬよう、また高校や成人に達した時に、さらなる学習をす
れば良いと考えた。）
○矢の扱いでは、１年生は１本で、２年生では甲矢・乙矢とし、走羽の指導も行う。３年生では一手の指導とした。
○座の字の扱いは、坐の字扱いをせず、すべて座の字扱いとした。

指導案・体育ノート等については、各教師それぞれの指導方法があり、今後さらに改善され良い指導案になる
ことを期待する。

１年（必修授業） ２年（必修授業） ３年（選択授業）

授業教室 体育館 体育館 体育館（弓道場も可）

授業時数 13 時間扱い 13 時間扱い 15 時間扱い

弓道用語
・弓手・妻手
・足踏み
・矢
・座と坐
・羽
・ぎり粉

左手・右手
二足
１本（走羽）
座
名称と走り羽
使い方

左手・右手
二足
甲矢・乙矢（走羽）、一手
座

弓手・妻手
二足（一足指導も可）

一手座

的 79㎝、50㎝ 79㎝、50㎝ 79㎝、50㎝、36㎝

的までの距離
（実状に応じて）

３m、５m ５m、７m、10m、15m 10m、13m、15m

立射・座射 立射 立射 座射
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（
３
）授
業
で
使
用
す
る
道
具
に
つ
い
て

　
手
引
で
は
、
授
業
に
必
要
な
弓
具

一
式
の
例
（
40
人
学
級
用
）
と
し
て
、

「
弓
20
張
、
矢
100
本
、
弽

ゆ
が
け

20
個
、
副
読

本
20
冊
、
そ
の
他
、
胸
当
て
、
下
か

け
等
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し

こ
れ
は
あ
く
ま
で
基
本
で
あ
り
、
当

然
弓
の
数
な
ど
は
多
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
他
、
射
法

八
節
の
練
習
に
使
う
ひ
も
や
ゴ
ム
ひ

も
な
ど
、
生
徒
個
人
に
配
布
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
全
日
本
弓

道
連
盟
の
取
組
と
し
て
授
業
で
弓
道

を
実
施
す
る
学
校
に
前
述
の
弓
具
一

式
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
過
去
、
岩

手
県
内
の
中
学
校
な
ど
４
校
に
寄
贈

を
し
ま
し
た
。
寄
贈
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
全
日

本
弓
道
連
盟
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
４
）
基
本
技
能
を
身
に
つ
け
る
に
は

　
ひ
も
や
ゴ
ム
を
利
用
し
基
本
的
な

反
復
練
習
が
効
果
的
で
す
。
技
能
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
指
導
書
に
細

か
く
記
し
て
お
り
、
付
属
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
併
せ
て
利
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
相
互
練
習
や
グ
ル
ー
プ
練
習
に

お
い
て
「
見
取
り
稽
古
」
を
す
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

（
５
）
外
部
指
導
者
の
活
用

　
弓
道
経
験
の
あ
る
保
健
体
育
科
教

員
が
少
な
い
中
で
は
外
部
指
導
者
の

活
用
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

道
場
の
指
導
者
が
、
そ
の
ま
ま
学
校

現
場
で
も
う
ま
く
指
導
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
指
導
し
て

い
る
大
人
と
中
学
生
を
同
様
に
扱
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
手
引
が
全
国
で
活
用

さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
実
際
に
授
業
を
行
う
と

き
に
は
事
前
の
十
分
な
打
合
せ
が
必

要
で
す
。
授
業
実
施
に
伴
い
、
外
部

指
導
者
を
依
頼
し
た
い
場
合
に
は
全

日
本
弓
道
連
盟
か
地
元
の
弓
道
連
盟

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
６
）
安
全
指
導

　
弓
道
は
飛
び
道
具
を
扱
う
武
道
と

し
て
一
般
的
に
は
危
険
性
が
高
い
と

の
先
入
観
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

誤
解
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
安
全

指
導
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
極
め
て
安

全
な
種
目
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
手
引
の
中
で
、「
安
全

指
導
」
と
し
て
欄
を
設
け
て
、
授
業

ご
と
に
予
想
さ
れ
る
危
険
性
に
対
し

て
教
師
が
行
う
べ
き
安
全
指
導
を
指

示
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
も
十
分
に

理
解
さ
せ
、
約
束
事
を
守
る
こ
と
や

互
い
に
気
を
遣
い
あ
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
１
）
入
手
方
法

　
本
年
10
月
発
行
、
初
版
は
１
０
０

０
部
で
、
原
則
無
償
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
求
め
は
全
日
本
弓
道

連
盟
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〒
１
５
０
―
８
０
５
０

　
東
京
都
渋
谷
区
神
南
１
―
１
―
１

　
岸
記
念
体
育
会
館
内
419
号

電
話
０
３
―
３
４
８
１
―
２
３
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
４
８
１
―
２
３
９
８

ゴムを使った射法八節の練習
（平成 21年度中学校武道指導法研究授業より）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７手
引
の
入
手
方
法
及
び

補
助
教
材
の
紹
介

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

お
わ
り
に

『
弓
道
授
業
指
導
の
手
引
』

作
成
の
組
織
的
背
景

手
引
作
成
に
つ
い
て
の

基
本
方
針

授
業
の
組
み
立
て
方
・

進
め
方

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて篩

メ
ー
ル
・m

ailto@
kyudo.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・http://kyudo.jp/

（
２
）
頒
布
状
況

　
平
成
23
年
11
月
に
全
国
の
加
盟
団

体
、
県
教
育
委
員
会
な
ど
関
係
団
体

へ
無
償
配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
授
業
実
施
校
や
希
望
校
、
検
討

中
の
学
校
に
も
併
せ
て
無
償
配
布
を

行
い
ま
す
。

（
３
）
補
助
教
材

　
ア
リ
ス
館
発
行
の
『
シ
リ
ー
ズ
日

本
の
武
道
③
少
年
弓
道
』
は
、
副
教

材
と
し
て
手
引
の
中
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
絵
を
使
っ
て
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
お
り
、
導
入
段
階
で

の
読
み
物
と
し
て
は
最
適
で
す
。
ま

た
、
全
日
本
弓
道
連
盟
発
行
の
書
籍

や
映
像
資
料
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
段
階
が
進
ん
だ
時
に
有
効
活
用

で
き
ま
す
。
教
師
用
資
料
と
し
て
も

弓
道
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
必

要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

◇
書
籍

▽
全
日
本
弓
道
連
盟
『
弓
道
教
本
（
全

４
巻
）』

▽
窪
田
史
郎
監
修
、
全
日
本
弓
道
連

盟
・
日
本
武
道
館
編
集
協
力
『
シ

リ
ー
ズ
日
本
の
武
道
③
少
年
弓
道
』

ア
リ
ス
館

◇
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

▽
全
日
本
弓
道
連
盟
『
基
本
体
』『
教

養
編
』『
入
門
編
１
』『
入
門
編
２
』

『
応
用
編
』

　
弓
道
は
「
飛
び
道
具
で
危
険
」「
専

用
施
設
が
必
要
」「
指
導
者
が
い
な
い
」

な
ど
の
理
由
か
ら
、
学
校
現
場
に
お

い
て
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
実
施
し
た
学
校
か
ら
は
教
育
的

効
果
が
高
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
生
徒
も
楽
し
く
学
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
手
引
の
完
成
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
い
っ
そ
う
解
決
さ

れ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
全
国
で
一
校
で
も
多
く
の
弓
道
授

業
実
施
校
が
増
え
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　
手
引
完
成
ま
で
に
は
日
本
武
道
館

は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
、
生
徒
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
指
導
書
が
よ

り
多
く
の
先
生
方
に
活
用
・
研
究
さ

れ
、
生
徒
の
興
味
関
心
が
よ
り
高
ま

る
授
業
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７手
引
の
入
手
方
法
及
び

補
助
教
材
の
紹
介

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

お
わ
り
に

『
弓
道
授
業
指
導
の
手
引
』

作
成
の
組
織
的
背
景

手
引
作
成
に
つ
い
て
の

基
本
方
針

授
業
の
組
み
立
て
方
・

進
め
方

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）
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